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運航不能

18隻

転覆

7隻

乗揚げ、衝突、浸水

各2隻

火災

1隻

その他

2隻

全 ３４隻

海難種類別事故隻数

平成３０年に東北地方で発生したプレジャーボートの海難事故の

隻数は３４隻となりました。

そのうち最も多い海難種類は「運航不能」で、エンジンやバッ

テリーなどの点検整備を怠ったことよる機関故障が大半を占めて

いました。発航前はしっかりと機関の点検を行いましょう！



海の安全情報スマホ版サイト
（沿岸域情報提供システム）
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～バックナンバーはこちら～

海釣りをする際の注意事項

１ 海の事件・事故は海上保安庁緊急通報番号１１８番へ！
２ ライフジャケットの常時着用！
３ 連絡手段の確保！

自己救命策確保３つの基本

冬期は、日照時間が短いことや、足下が凍っている場所もあるこ

とから、照明の携行や滑りにくい靴を使用するなど、時と場所に見

合った安全対策をお願いします。

さらにこの時期は、海水温が低く、海に落ちてしまうと死亡事故

につながる可能性が高まります。

万が一、海に落ちてしまい、沖に流された場合は、無理に泳が

ず、腕と脚を組み、できるだけ体を丸めた体勢（熱放出低減姿

勢）をとり、体温維持をはかりつつ救助を待ちましょう。

体力の消耗と体温の
低下を防ぐことで生存の
可能性が高くなります。
もちろん、救命胴衣は

絶対です！
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１２月に発生した海釣りの事故

・岸壁を移動しながら釣りを行っていた男性が、足を滑らせて海に転落（青森県）

・海岸付近の岩場で釣りをしていた男性が、高波にのまれ行方不明（秋田県）

・荒天の中、釣りをしていた男性が、大波を受けて海に転落し死亡（山形県）


